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※携帯電話では、左記 QR コードや上記 URL から桂川町役場電話番号案内などがご覧になれます。

第４期桂川町高齢者福祉計画

健康で活動的な 100 歳をめざして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｐ 2 ～ 7

５月 21 日に開催された桂川町老人クラブ・グラウンドゴルフ大会
入賞者、ホールインワン賞等受賞の皆さん（Ｐ 27 に詳細掲載）



桂
川
町
で
は
、
総
合
的
な
高
齢
者

福
祉
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
18
年
に
「
活
力
あ
ふ
れ
る
健
康
と

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
～
桂
川
町

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
～
」
を
策
定
し
、

福
祉
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
や
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施
・
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」

の
見
直
し
の
年
度
に
あ
た
り
、
老
人
福

祉
法
及
び
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

が
策
定
す
る
「
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
「
桂

川
町
第
４
期
高
齢
者
福
祉
計
画
～
と
も

に
支
え
合
い
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
～
（
計
画
期
間
：
平
成
21

年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
）」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
が
い
く
つ
に
な
っ

て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
各
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
本
計
画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

【表紙の“優”の書は、１月４日に開催された“新春けいせん墨と色のかき初め大会”での福山千里さんの作品です。】

【
人
口
構
成
の
推
移
】

桂
川
町
の
総
人
口
は
、
平
成
16
年

か
ら
平
成
20
年
に
か
け
て
減
少

し
て
お
り
、
平
成
16
年
の
１
５
０
６
９

人
か
ら
４
年
間
で
、
５
７
４
人
減
っ
て

い
ま
す
。

　

人
口
の
推
移
を
年
齢
３
区
分
別
で
見

て
み
る
と
、〝
年
少
人
口
（
０
～
14
歳
）〟

〝
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）〟
の
減

少
が
続
く
中
、〝
高
齢
者
人
口
（
65
歳
以

上
）〟
は
増
加
し
て
お
り
、
平
成
16
年
か

ら
４
年
間
で
３
３
９
１
人
か
ら
１
１
１

人
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
人
口
が
大
き
く
伸
び
て

お
り
、
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る

高
齢
者
人
口
の
割
合
）
も
22
・
５
％
か

ら
24
・
２
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
22
年
か
ら
昭
和
24
年
生
ま

れ
（
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
）
の
年
齢
層
が
、

他
の
年
齢
人
口
層
に
比
べ
、
顕け

ん
ち
ょ著
に
多
く
、

こ
の
年
齢
層
が
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
と

な
る
平
成
27
年
頃
に
は
、
さ
ら
な
る
高
齢

化
が
進
行
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

【
高
齢
者
世
帯
の
増
加
】

桂
川
町
の
一
般
世
帯
総
数
は
平

成
20
年
で
は
６
０
１
４
世
帯
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
２
５
５
２

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

い
る
世
帯
は
、
平
成
16
年
か
ら
平
成

20
年
ま
で
の
４
年
間
で
約
１
２
０
世

帯
増
加
し
て
お
り
、
な
か
で
も
ひ
と

り
暮
ら
し
の
世
帯
の
増
加
が
顕け

ん
ち
ょ著

と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
計
画
の
基
本
理
念
】

こ
の
よ
う
な
超
高
齢
社
会
に
あ
っ

て
、
い
き
い
き
と
生
活
し
、
支
援

や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
心
の
ふ
れ
あ
い
や
支
え
合
い
の

な
か
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
社

会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
基
本
理
念
を
掲
げ
、

計
画
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

＜年齢３区分別人口構成の推移＞
実績 ← → 予測　単位 : 人

平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 23 年 平成 26 年

総 人 口 15,069 14,968 14,786 14,614 14,495 13,899 13,421

年 少 人 口
（0 ～ 14 歳）

1,922 1,897 1,855 1,797 1,786 1,706 1,613

生産年齢人口
（15 ～ 64 歳）

9,756 9,639 9,476 9,342 9,207 8,523 7,954

高 齢 者 人 口
（65 歳以上）

3,391 3,432 3,455 3,475 3,502 3,670 3,854

前期高齢者
（65 ～ 74 歳）

1,683 1,693 1,680 1,660 1,641 1,757 1,925

後期高齢者
（75 歳以上）

1,708 1,739 1,775 1,815 1,861 1,913 1,929

資料：住民基本台帳（各年９月末現在）

※平成 23・26 年（推計値）は、平成 16 ～ 20 年の住民基本台帳をもとに「コーホート変化率法」を用いて算出

　＜桂川町高齢者福祉計画の基本理念＞

ともに支え合い　安心して　いきいきと　暮らせるまち
“健康で活動的な 100 歳をめざして”

3 頁	 平 21. 広報けいせん 6 月	

　
　
　

～
第
４
期
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
計
画
～

健
康
で
活
動
的
な

　
１
０
０
歳
を
め
ざ
し
て

【４月 17 日町長室で行われた「第４期桂川町高齢者福祉計画」答申】

　昨年 10 月から約半年かけて策定された計画の答申を行う桂川町高齢者福祉

計画策定委員会 佐藤忠行 会長（中央）と安河内浩子 副会長（左）。そして「こ

の計画に基づいて、住みよいまちづくりを行います！」と受ける井上町長（右）

“
第
４
期
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
計
画
の
概
要
”

01
第
４
期
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
計
画
の
概
要

高
齢
者
の
状
況
と
計
画
の
基
本
理
念

健康で活動的な
100 歳をめざして



【
実
態
調
査
の
目
的
】

第
４
期
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
、
町
内
に
お
住
い

の
高
齢
者
や
要
介
護
（
支
援
）
認
定
者
等

の
介
護
や
福
祉
に
関
す
る
生
活
状
況
や
意

識
と
い
っ
た
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
結
果

を
現
状
分
析
・
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
態
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

調
査
票
の
ご
記
入
に
つ
い
て
ご
協
力
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
実
態
調
査
の
結
果
分
析
】

今
回
の
調
査
で
は
「
日
常
生
活
の
状

況
、
健
康
の
状
況
、
介
護
や
介
護

予
防
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
」
と

い
う
４
つ
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
質
問

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
に
対
す
る
回
答
か
ら
は
、

現
在
の
桂
川
町
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
の

あ
り
方
、
課
題
、
そ
し
て
今
後
の
取
り
組

み
の
参
考
と
な
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

老
い
は
誰
に
で
も
や
っ
て
く
る
も
の
。
し

か
し
、
こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る
「
老
い
て
は
ま

す
ま
す
壮さ

か

ん
な
る
べ
し
」（
後
漢
書
）
の
よ

う
に
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
が
で
き
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
、
実
態
調

査
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【実態調査の実施概要】

○調査実施時期

　　平成 20 年 11 月

○調査対象者

　　一般高齢者 500 人（無作為抽出）

　　在宅要介護（支援）認定者 200 人　

　　　　　　　　　　　（無作為抽出）

　“不安や悩みの相談先”については、一般高齢者、在

宅認定者ともに「家族・親族に相談する」という回答

が多く寄せられました。

　一般高齢者で、２番目に多かったのが「友人・知人」、

次が「かかりつけの医師」の順になっています。

　在宅認定者では、２番目に多いのが「ケアマネジャー

や地域包括支援センター」、次が「かかりつけの医師」

や「ホームヘルパーや施設の職員など」となっています。

　これらの結果から、不安や悩みの相談先としては、

日常生活で接する機会の多い人に相談することが多い

と思われます。しかし、一般高齢者、在宅認定者とも

に４%の方が「相談する相手はいない」とも回答して

います。

　また、社会福祉協議会や行政担当部署等へ相談する

という回答は少ない結果となりました。

　今後は、「心配ごと相談」窓口の周知に努め、地域の

皆さんがより相談しやすい環境づくり、関係づくりを

行っていくことが求められていると思われます。

▲ 平成 20 年度に県社協が行う“元気度向上モデルサロン事業”
を行った桂ヶ丘区の皆さんと地元桂川出身の“ふくおか健康
隊”の皆さん。参加者からは、「仲間もでき、健康を意識する
ようになり良かった！」との声などが多く聞かれました。

一般高齢者（複数回答）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの医師

民生委員・児童委員

社会福祉協議会職員

町役場の保健師や福祉担当職員

ケアマネジャーや地域包括支援センター

ホームヘルパーや施設の職員など

相談する相手はいない

その他

不明・無回答

85.6

37.3

27.1

6.2

2.1

3.4

2.4

2.1

3.8

2.1

3.1

在宅認定者（複数回答）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの医師

民生委員・児童委員

社会福祉協議会職員

町役場の保健師や福祉担当職員

ケアマネジャーや地域包括支援センター

ホームヘルパーや施設の職員など

相談する相手はいない

その他

不明・無回答

77.2

15.8

29.7

11.9

3.0

4.0

41.6

27.7

4.0

2.0

7.9

　“介護予防事業でやってみたいこと・知りたいこと”で

は、「転倒予防や骨折予防のための運動指導」「体力や筋

力を向上させるためのトレーニング」という回答が多く

でました。これは、「体力や筋力の低下による足腰の衰え」

「転倒による骨折」が、健康な日常生活を大きく損なう

という意識の現れだと思われます。

　町の健康福祉課が実施する介護予防事業では、「運動機

能向上教室」「太極拳教室」「はつらつ体操教室」など転倒

予防・腰痛などの軽減を図る教室を開催しています。また、

社会福祉協議会が地域で行うサロン事業などもあります。

　「食生活や栄養改善など、食事に関する講習」について

は、町の管理栄養士等による栄養指導や栄養講習会を実

施しています。栄養講習会では、生活習慣病や寝たきり

を予防し、楽しい食生活を送ることで介護を必要とせず

自立した健やかな高齢期を過ごすことができるよう、各

地区公民館等において、高齢者のためのバランスのとれ

た食事の試食、講話及び血圧測定、健康相談や健康体操

を実施しています。

一般高齢者（複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

転倒予防や骨折予防のための運動指導

体力や筋力を向上させるためのトレーニング

食生活や栄養改善など、食事に関する講習

むせ、飲み込みや口の中の手入れなどに関する講習

うつ病の改善や予防に関する相談

認知症の予防に関する相談

閉じこもりの防止に関する相談

その他

不明・無回答

37.7

38.0

28.1

11.0

16.8

26.4

8.9

25.3

8.2

　“桂川町の高齢者福祉施策で今後力を入れるべき

点”では、一般高齢者は「健診（検診）や健康づくり」

や「ひとり暮らし高齢者の生活支援」という回答が多

くなっています。

　在宅認定者については、「要援護高齢者などの弱者

に対する見守り」「ひとり暮らし高齢者の生活支援」「高

齢者やその家族のための相談窓口の充実」などの回答

が多く見られました。

　また、「情報提供の充実」についても一般高齢者・

在宅認定者ともに回答が多くありました。

　これらはまさに、これからの桂川町の高齢者福祉施

策の方向性を見出すカギとなるもです。

　それぞれのご意見については、今年度計画されてい

る高齢者福祉事業での対応や、さらなる課題解決へ向

けた取り組みとさせていただきます。

一般高齢者（複数回答）

0% 20% 40% 60%

健診（検診）や健康づくり

安全な住まいづくりの支援

情報提供の充実

ひとり暮らし高齢者の生活支援

趣味や社会活動など生きがい対策

特にない

その他

不明・無回答

41.8

23.6

14.4

26.0

32.2

40.4

31.8

27.4

8.2

2.4

15.1

経験を活かした就労やボランティアができる仕組み

高齢者やその家族のための相談窓口の充実

要援護高齢者などの弱者に対する見守り

在宅認定者（複数回答）

0% 20% 40% 60%

健診（検診）や健康づくり

安全な住まいづくりの支援

情報提供の充実

ひとり暮らし高齢者の生活支援

趣味や社会活動など生きがい対策

特にない

その他

不明・無回答

28.7

32.7

13.9

24.8

47.5

49.5

52.5

13.9

3.0

1.0

10.9

経験を活かした就労やボランティアができる仕組み

高齢者やその家族のための相談窓口の充実

要援護高齢者などの弱者に対する見守り
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◇日常生活の状況について【不安や悩みの相談先】◇◇高齢者福祉などについて【桂川町の高齢者福祉施策で今後力を入れるべき点】◇

◇介護や介護予防について【介護予防事業でやってみたいこと・知りたいこと】◇ 02健康で活動的な
100 歳をめざして

第
４
期
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
計
画
の
概
要

実
態
調
査
と
結
果
か
ら
み
え
る
現
状



※
本
計
画
書
に
つ
き
ま
し
て
は
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」（
健
康
福
祉

課
高
齢
者
・
女
性
係
）
で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
（
桂
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

【
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
窓
口
】

　

健
康
福
祉
課　

高
齢
者
・
女
性
係

　
【
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
内
】

　
　
　
　

電
話　
（
０
９
４
８
）
６
５
・
０
０
０
１

地
域
支
援
事
業
（
介
護
を
予
防
す
る
）

（
１
）
配
食
サ
ー
ビ
ス

在
宅
の
虚
弱
な
高
齢
者
及
び
重
度
身
体
障
が
い

者
の
方
で
食
事
の
調
理
が
困
難
な
方
に
対
し
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
対
象
者
の
健
全

な
食
生
活
の
確
保
と
安
否
確
認
を
行
う
。

（
２
）
紙
お
む
つ
等
給
付
事
業

在
宅
高
齢
者
で
、
寝
た
き
り
等
の
た
め
常
時
お

む
つ
が
必
要
な
者
に
提
供
し
、
家
族
の
身
体
的
、
精

神
的
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

（
３
）
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
で
寝
た
き
り
等
の
た
め
に
外
出
し
て
理
髪

を
行
う
こ
と
の
で
き
な
い
高
齢
者
に
対
し
、
自
宅
に

理
美
容
師
が
訪
問
し
て
理
髪
を
行
う
。

（
４
）
在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
給
付
事
業

在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
等
を
長
期
間
に
わ
た
り

常
時
介
護
し
て
い
る
同
一
生
計
家
族
の
介
護
者
に
対

し
介
護
手
当
を
給
付
し
、
精
神
的
、
身
体
的
、
経
済

的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

（
５
）
福
祉
電
話
設
置
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
及
び
重
度
身
体
障
が
い

者
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
緊
急
連
絡
先
等
の
手

段
の
確
保
を
図
る
。

（
６
）
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
の
寝
た
き
り
の
状
態
の
高
齢
者
や
ひ
と
り
暮

ら
し
の
虚
弱
な
高
齢
者
の
み
の
世
帯
及
び
重
度
身
体
障

が
い
者
で
疾
病
、
障
害
、
傷
病
等
の
理
由
で
寝
具
の
衛

生
管
理
が
困
難
な
方
に
対
し
、
寝
具
の
洗
濯
及
び
乾
燥

を
行
う
こ
と
に
よ
り
保
健
衛
生
の
維
持
向
上
を
図
る
。

（
７
）
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
及
び
重
度
身
体
障
が
い

者
に
対
し
、
協
力
員
及
び
消
防
本
部
を
結
ぶ
通
報
シ
ス

テ
ム
を
形
成
し
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
を
措
置
す
る
。

（
８
）
高
齢
者
等
住
宅
改
修
費
補
助
事
業

在
宅
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
に
対
し
、
高
齢
者
の

自
立
を
助
長
す
る
と
と
も
に
介
護
を
行
う
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
高
齢
者
等
の
住
宅
を
改
造
す
る

費
用
を
助
成
。

（
９
）
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

町
内
全
域
と
公
共
施
設
等
と
の
連
絡
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
町
民
の
利
便
を
図
る
。

主
な
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
一
覧

【
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
事
業
の
体
系
】

桂
川
町
高
齢
者
福
祉
計
画
で
は
、「
地

域
支
援
事
業
」「
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
を
実
施
し
、
桂
川
町
の
高
齢
者
が

そ
の
状
態
や
生
活
状
況
に
応
じ
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
体
制
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

【
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
事
業
の
体
系
】

地
域
支
援
事
業
と
は
、
高
齢
者
が
要
介

護
（
支
援
）
状
態
に
な
る
こ
と
や
、

そ
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
介
護
予
防
の
取

り
組
み
を
よ
り
推
進
し
、
各
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
介
護
予
防
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
一

貫
性
を
も
っ
て
提
供
さ
れ
る
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
む

人
を
増
や
す
た
め
、
介
護
予
防
に
関
す
る

普
及
啓
発
を
進
め
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
日
頃
の
生
活
に
介
護
予

防
を
取
り
入
れ
て
、
健
康
長
寿
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
！

【
高
齢
者
福
祉
計
画
の
概
要
ま
と
め
】

今
回
、
策
定
さ
れ
た
第
４
期
桂
川
町

高
齢
者
福
祉
計
画
は
、
行
政
が
中

心
と
な
っ
て
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す

が
、
町
民
、
事
業
者
、
関
係
機
関
な
ど
が

自
助
・
共
助
の
視
点
か
ら
、
適
切
な
役
割

分
担
と
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
計
画
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
高
齢
期
に
な
っ
て

も
、
で
き
る
限
り
心
身
と
も
に
健
康
に
生

活
す
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

に
配
慮
し
た
生
活
に
努
め
る
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
主
体
的
に
参
加
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
の

活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
な
ど
の
地
域
組
織
、
民
生
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
は
、
地
域
の
連
帯
意
識
の
醸

じ
ょ
う
せ
い成
や
、

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
の
発
見
・
見
守

り
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
、

町
民
の
活
動
の
場
づ
く
り
な
ど
、
地
域

活
動
の
主
体
と
し
て
福
祉
活
動
の
先
頭

と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
は
、
計
画
内
容
に
基
づ
き
、
高
齢

者
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
や
人
材

育
成
、
情
報
提
供
、
相
談
支
援
体
制
の
充

実
を
進
め
、
計
画
の
進
行
管
理
の
責
任
主

体
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
桂
川
町
の
高
齢
者
の
方
が
、

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
生

活
し
て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
計
画
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
て
、
各

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
目
標
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

7 頁	 平 21. 広報けいせん 6 月	 平 21. 広報けいせん 6 月	 6 頁

03健康で活動的な
100 歳をめざして

第
４
期
桂
川
町
高
齢
者
福
祉
計
画
の
概
要

桂
川
町
の
高
齢
者
福
祉



埋
蔵
文
化
財
（
遺
跡
）

保 　
  　

護

桂
川
町
教
育
委
員
会 

文
化
財
振
興
係

王
塚
装
飾
古
墳
館
（
☎
６
５
・
２
９
０
０
）

① 開発行為とは？

　住宅造成、道路建設、店舗・
工場・事務所等の新築・増改築、
農地の改良、土取り、埋め立て
など、文化財のある土地を掘削
したり埋没させたりする全ての
行為をいいます。

② 文化財の有無を照会

　開発行為を予定されている方
は、その土地に文化財があるか
どうかを事前に桂川町教育委員
会に照会、確認しておく必要が
あります。
　埋蔵文化財は、町内に約 200
件登録されており、福岡県遺跡
等分布地図や桂川町文化財分布
地図により、開発予定地の遺跡
所在の有無を確認できます。
　開発を予定している地域に埋
蔵文化財がなければ、開発を行
うことができます。

③ 確認・試掘調査とは

　現状では、埋蔵文化財の有無
が未確認の場合、試掘調査を行
うことがあります。重機を使い、
試掘して調査します。
　埋蔵文化財が確認されなけれ
ば、開発を行うことができます。

④ 遺跡発見に関する届出

　発掘調査以外の目的で文化財
を発見した場合は、その現状を
変更することなく、遅滞なく、
福岡県教育委員会に届出なけれ
ばなりません。
　なんらかの工事中に未知の文
化財が発見された場合、工事の
中断が生じる場合があります。
　このような事態を避けるた
め、桂川町教育委員会では、事
前に照会・確認等を指導してい
ます。

⑤保護措置について

　埋蔵文化財は「現状保存」が
原則です。試掘・確認調査によっ
て埋蔵文化財が確認された場合
は、工事等の設計変更により極
力現地に保存するようお願いし
ています。しかし、掘削等によ
り遺構（遺物が埋まっている層）
を破壊する場合には、記録保存

（発掘調査）の措置をとること
になります。また、「現状保存」
が図られた場合は、将来的に建
築物を建て直す際には、協議が
必要となります。

埋
蔵
文
化
財
と
は
、
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化

財
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
貝
塚
・
古
墳
・

住
居
跡
・
城
跡
な
ど
の
遺
跡
と
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
に
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
土
器
・
石
器
・
鉄
器
・
木
器
な
ど
の
遺
物
を

さ
し
て
い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
は
、
大
昔
か
ら
人
類
が
意

識
的
に
、
ま
た
無
意
識
に
大
地
に
残
し
て
き
た
歴
史
資
料

で
、
わ
た
し
た
ち
の
歴
史
を
探
る
た
め
の
貴
重
な
文
化
遺

産
と
い
え
ま
す
。

　

桂
川
町
は
、「
王
塚
古
墳
」（
国
特
別
史
跡
）
や
天て
ん
じ
ん
や
ま

神
山

古
墳
（
豆
田
）
な
ど
我
が
国
の
歴
史
に
関
わ
る
重
要
な
遺
跡

を
は
じ
め
、
町
内
に
は
数
知
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
遺
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
耕た
が
やし
て
い
る
裏
の
畑
が
弥
生
時

代
の
大
き
な
集
落
の
跡
だ
っ
た
り
、
思
い
も
か
け
な
い
貴
重

な
遺
跡
が
現
在
の
私
た
ち
を
と
り
ま
い
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
一
度
壊
す
と
も
と
に
も
ど
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
す
る
こ

と
が
最
も
望
ま
し
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
宅
地
造
成
や
道
路
建
設
な
ど
の
地
域
開
発
に

よ
っ
て
ど
う
し
て
も
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は

発
掘
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

埋
蔵
文
化
財
は
、
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
の
歴
史
・
日
本

の
歴
史
を
正
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り

が
、
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
、
み
ん
な
で
郷

土
の
歴
史
と
文
化
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑥ 発掘調査とは

　発掘調査は記録保存とも呼ば
れ、昔の人々の生活の痕跡を掘
り出し、それを図面や写真など
を使って記録し、後世の人たち
に残していくための資料を作成
することをいいます。
　発掘調査に要する期間や費用
は、遺跡の性格や量、調査面積
等により大きく異なります。こ
れらの発掘調査にかかる費用は
開発行為を行う者の負担となり
ますが、個人の居住用住宅を建
築する場合などは、国等の補助
金で調査することができますの
で、事前に桂川町教育委員会に
ご相談ください。

桂
川
町
の
遺
跡
発
掘
の
歴
史
は
、
昭
和
９
年
に
王
塚

古
墳
が
調
査
さ
れ
た
の
に
始
ま
り
、
昭
和
28
年
に

は
、
王
塚
古
墳
の
排
水
溝
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭

和
40
年
代
に
は
、
火ひ
う
ち
づ
か

打
塚
古
墳
（
九
郎
丸
）
や
九
郎
丸
横

穴
群
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
50
年
代
半

ば
よ
り
始
ま
る
土
師
東
部
地
区
の
田
畑
の
整
備
に
伴
い
大

規
模
な
遺
跡
発
掘
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
機
会
に
、
当
町
で
も
埋
蔵
文
化
財
調
査
員

が
配
置
さ
れ
、
昭
和
56
年
か
ら
62
年
ま
で
７
年
間
に
か
け

て
行
わ
れ
た
土
師
東
部
地
区
の
調
査
で
は
、
多
大
な
成
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
も
、
各
所
で
開
発
工
事
に
伴

い
遺
跡
発
掘
の
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
保
存
が

不
可
能
な
埋
蔵
文
化
財
に
対
し
て
は
、
後
世
に
貴
重
な
記

録
と
し
て
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
日
本
で
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
埋
蔵
文
化

財
の
保
存
等
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
わ
か
り
に
く

い
部
分
が
多
く
「
工
事
の
途
中
で
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
工

事
が
中
断
し
て
迷
惑
を
被
っ
た
」
等
の
話
を
聞
く
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
埋
蔵
文
化

財
の
保
護
に
つ
い
て
の
取
扱
い
を
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

▲ 今年、４月下旬から５月中旬に
かけて行われた、チシャノ木遺跡

（九郎丸）の発掘調査で出土した土
器。約 2000 年前の弥生時代の人
が使っていた器。

9 頁	 平 21. 広報けいせん 6 月	 平 21. 広報けいせん 6 月	 8 頁

（背景）王塚古墳石室内王塚古墳出土の
青銅製の鏡



２ １

●
火
入
許
可
申
請
書
に
つ
い
て

　

火
入
許
可
申
請
書
に
お
い
て
、
火
入

従
事
者
の
人
数
及
び
消
火
器
具
を
記
載

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
を
許
可
し
て
い
ま
す
。

（
桂
川
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
第
12

条
）

▼ 

回
答
（
平
成
20
年
５
月
29
日
）

　

今
後
は
、
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
を

遵
守
し
、
申
請
書
の
内
容
も
指
導
を
行
っ

て
火
入
許
可
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
現
地
立
会
も
行
い
ま
す
。

【
社
会
教
育
課
】

（
平
成
20
年
６
月
10
日
～
11
日
監
査
）

●
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー
利
用
許
可
申
請

書
に
つ
い
て

　

住
民
セ
ン
タ
ー
利
用
許
可
申
請
書
に
お

い
て
、
利
用
目
的
等
の
不
明
な
も
の
を
受

付
け
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
料
の
減
免
内
容
が
不
明
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
の
で
、

こ
れ
ら
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。（
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
第
８
条
）

▼ 

回
答
（
平
成
20
年
６
月
27
日
）

　

次
の
事
項
に
注
意
し
事
務
を
遂
行
い

た
し
ま
す
。

①
申
請
書
を
厳
正
に
審
査
し
不
備
が
あ

る
場
合
は
、
訂
正
や
再
提
出
を
促
す
。

②
減
免
・
減
額
等
は
、
現
状
に
あ
っ
た

内
容
に
改
正
す
る
。

③
冷
・
暖
房
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

申
請
書
記
載
事
項
の
統
一
化
を
図
る
。

【
健
康
福
祉
課
】

（
平
成
20
年
11
月
21
日
監
査
）

●
領
収
書
に
つ
い
て

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
及
び

そ
の
他
の
入
金
に
対
す
る
領
収
書
を
一

緒
に
し
て
連
番
を
記
入
す
る
こ
と
な
く
、

ま
た
領
収
書
の
発
行
元
名
称
も
異
な
っ

て
い
ま
す
。

　

事
後
の
点
検
・
確
認
、
会
計
処
理
の
正

確
性
を
考
慮
し
、
改
善
が
必
要
で
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
20
年
12
月
５
日
）

　

領
収
書
を
事
務
室
用
、
風
呂
用
に
区

分
し
て
連
番
を
記
入
し
発
行
元
も
統
一

い
た
し
ま
す
。

定
期
監
査
の
結
果
公
表
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
９
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度
定

期
監
査
の
結
果
を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
４
月
１
日

町
監
査
委
員　
　

松
隈　

英
之
助

長
瀬　

俊　

夫

 平成 20 年度定期監査の結果

【
学
校
教
育
課
】

（
平
成
20
年
12
月
９
日
～
10
日
監
査
）

●
共
同
調
理
場
に
お
け
る
賃
金
の
支
払
額

に
つ
い
て

　

平
成
20
年
11
月
分
の
共
同
調
理
場
臨

時
職
員
２
名
の
勤
務
時
間
の
合
計
を
間

違
え
賃
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
20
年
12
月
25
日
）

　

間
違
え
て
支
払
っ
た
賃
金
に
つ
い
て

は
、
翌
月
の
賃
金
に
て
是
正
を
行
う
よ

う
に
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
よ
う

な
間
違
い
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
勤

務
時
間
の
確
認
方
法
を
改
め
ま
す
。

【
保
険
環
境
課
】

（
平
成
21
年
１
月
14
日
監
査
）

●
桂
川
町
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
団
体
登
録
申

請
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

桂
川
町
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
団
体
奨
励
金

交
付
要
綱
に
は
、「
桂
川
町
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
団
体
登
録
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き

は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
適
当
と
認
め

た
と
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
団
体
登
録
済

証
を
交
付
す
る
。」
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
審
査
結
果
に
か
か
わ
る
事
項
も
記

録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
登
録
済
証
も

交
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼ 

回
答
（
平
成
21
年
２
月
13
日
）

　

今
後
、
申
請
書
の
活
動
内
容
等
に
つ

い
て
、
口
頭
と
書
面
に
よ
り
審
査
を
行

い
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
登
録
済
証

を
交
付
い
た
し
ま
す
。

【
総
務
課
】　（

平
成
21
年
２
月
18
日
監
査
）

●
住
居
手
当
に
つ
い
て

　

住
居
手
当
に
関
す
る
建
物
賃
貸
借
契
約

書
に
お
け
る
契
約
条
項
の
内
容
で
は
、
家

賃
の
他
に
共
益
費
及
び
駐
車
料
は
、
そ
れ

ぞ
れ
支
払
う
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

契
約
金
額
で
は
、
家
賃
は
記
載
さ
れ
、
共

益
費
及
び
駐
車
料
の
金
額
が
零
円
と
記
載

さ
れ
、
ま
た
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
が
散
見
さ
れ
不
明
瞭
で
す
。
こ
れ
ら
を

確
認
せ
ず
住
居
手
当
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
21
年
５
月
13
日
）

　

住
居
手
当
に
お
け
る
共
益
費
及
び
駐

車
料
に
つ
い
て
は
、
建
物
賃
貸
借
契
約
書

に
よ
り
確
認
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の

「
不
明
瞭
」
と
さ
れ
る
ご
指
摘
に
つ
い
て

は
、
再
度
、
別
紙
「
賃
貸
借
契
約
内
容
確

認
書
」
を
契
約
業
者
か
ら
徴
収
し
、
再
確

認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
共
益
費
及
び
駐
車
料
を

家
賃
に
含
め
て
契
約
書
に
記
載
さ
れ
て

い
た
事
案
が
３
件
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
賃
相

当
部
分
に
つ
い
て
年
度
当
初
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
返
還
を
求
め
る
と
と
も
に
、
今

後
は
、
住
居
手
当
の
申
請
が
あ
っ
た
と

き
は
、
家
賃
に
共
益
費
や
駐
車
料
等
が

含
ま
れ
て
い
な
い
か
を
、
同
様
の
「
賃

貸
借
契
約
書
内
容
確
認
書
」
に
よ
り
確

認
し
、
手
当
額
を
決
定
す
る
よ
う
事
務

取
り
扱
い
を
改
善
し
ま
す
。

　【
建
設
課
】　（

平
成
21
年
２
月
19
日
監
査
）

●
随
意
契
約
に
お
け
る
単
独
指
名
に
つ
い
て

　

単
費
事
業
に
よ
る
随
意
契
約
に
お
け
る

単
独
指
名
は
、「
単
費
事
業
に
よ
る
随
意
契

約
（
見
積
）
の
取
扱
い
基
準
」（
内
規
）
に

よ
り
単
独
指
名
の
理
由
も
明
記
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
20
年
度
通
常
土

木
の
随
意
契
約
の
単
独
指
名
に
お
い
て
は
、

そ
の
理
由
が
不
明
確
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
21
年
３
月
10
日
）

　

今
後
、
随
意
契
約
を
締
結
す
る
時
に

は
、
桂
川
町
財
務
規
則
87
条
の
内
容
を

遵
守
し
、
２
業
者
以
上
か
ら
の
見
積
書

の
徴
収
を
行
い
ま
す
。
契
約
の
内
容
・

性
質
上
見
積
書
を
徴
収
す
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
特
殊

工
事
や
災
害
に
よ
る
緊
急
工
事
等
）
に

つ
い
て
は
、
随
意
契
約
の
理
由
を
必
ず

明
記
し
、
起
工
伺
い
に
よ
り
決
裁
を
受

け
契
約
の
締
結
を
行
い
ま
す
。

監
査
公
表

平
成
20
年
度

問
合
先　

監
査
委
員
事
務
部
局
（
☎
６
５
・
１
１
３
６
）

　
　

監
査
の
対
象

　

各
課
等
に
お
け
る
平
成
20
年
度
の
財

務
等
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状
況
で
す
。

　
　

監
査
の
結
果

　

事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
一
部
不
適

切
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
よ
う
に

検
討
・
改
善
を
指
摘
し
、
回
答
さ
れ
た

も
の
で
す
。

【
産
業
振
興
課
】

（
平
成
20
年
５
月
16
日
監
査
）

●
備
品
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
５
月
定
期
監
査
で
指
摘
し

た
水
中
ポ
ン
プ
の
管
理
に
つ
い
て
、
保

管
場
所
が
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
備
品

カ
ー
ド
記
載
の
保
管
場
所
は
、
変
更
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼ 

回
答
（
平
成
20
年
５
月
29
日
）

　

備
品
カ
ー
ド
に
お
け
る
保
管
場
所
を

変
更
い
た
し
ま
し
た
。

平 21. 広報けいせん 6 月	 10 頁



　

内 訳 前月比 前年比

人 口 14,403 人 -15 -138

男 性 6,728 人 -5 -42

女 性 7,675 人 -10 -96

世帯数 6,048 戸 9 55

高
齢
者
で
あ
る
公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便べ

ん
ぎ宜
を
図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
に
お

け
る
徴
収
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
税
額
の
徴
収
方
法
が
従
来
と
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
税
負
担
額
が
変
わ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
制
度
の
概
要
】

○
対
象
と
な
る
方

　

前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
た
方
で
、
特
別
徴
収
を
行
う
年
度
の
初
日

（
４
月
１
日
）
に
お
い
て
老
齢
基
礎
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◉
老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
額
の
年
額
が
18
万
円
未
満
で
あ
る
場
合

◉
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
額
の
年
額
を
超
え
る
場
合

◉
１
月
１
日
以
降
、
町
外
に
転
出
し
た
方

※
住
民
税
非
課
税
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
と
な
る
税
額

　

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業
年
金
な
ど
を
含
む
全
て
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

に
対
す
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
で
す
。

※
給
与
等
他
の
所
得
に
係
る
税
額
は
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
対
象
と
な
る
年
金

　
　

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

※
い
わ
ゆ
る
２
階
・
３
階
部
分
の
年
金
か
ら
は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
か
ら
は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

１

≫ 国民健康保険税 第 1 期分

≫ 町県民税 第 1 期分

○ 納税には、便利な口座振替もご利用できます。 
詳しくは、税務課 収納係（☎ 65・1076）まで
お問合せください。

12

6

39

時
間
延
長
を
行
う
課

① 

住　

民　

課
（
☎
６
５
・
３
３
０
１
）

② 

税　

務　

課
（
☎
６
５
・
１
０
７
６
）

③ 

保
険
環
境
課
（
☎
６
５
・
１
０
９
７
）

④ 

建　

設　

課
（
☎
６
５
・
３
３
３
０
）　

⑤ 

水　

道　

課
（
☎
６
５
・
３
２
４
１
）

⑥ 

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課
（
☎
６
５
・
１
１
４
９
）

ゆ
っ
く
り
来
庁
で
き
ま
す

木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
窓
口
業
務
の
一
部
延
長

現
在
、
役
場
で
は
、
午
後
5
時
15
分
で
業
務
を
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
毎

週
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
一
部
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
木
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
閉
庁
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　

来
庁
さ
れ
る
際
に
は
、
時
間
延
長
す
る
関
係
課
へ
、
内
容
等
に
つ
い
て
事
前

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

桂
川
町
の
行
政
相
談
委
員
紹
介

総
務
大
臣
か
ら
４
月
１
日
付
け
で
佐
谷
禎
介
（
さ
た
に
て
い
す
け
）
さ
ん
が
引
き
続
き
、

桂
川
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
委い

し
ょ
く嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的
な
信
望
が
あ
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意

を
有
す
る
人
の
中
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
地
域
で
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
で

行
っ
て
い
ま
す
。

２

届
け
よ
う

　
　

君
の
心
に　

ひ
び
く
ま
で

平
成
20
年
度 

人
権
・
同
和
問
題
の

啓
発
標
語
代
表
作
品

桂
川
東
小
６
年　

甲
斐　

郁
海 

さ
ん

佳　
作

≫ 06 月

 福沢水道設備店 ☎ 65・1172

 福 豊 設 備 工 業 ☎ 72・0714

≫ 07 月

 谷 口 住 設 ☎ 65・3253

 ㈱ 草 場 ☎ 72・0122

住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
制
度
導
入
に
つ
い
て

○
実
施
さ
れ
る
時
期

　
　

平
成
21
年
10
月
の
支
給
分

　

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
徴
収
方
法

　

特
別
徴
収
の
開
始
年
度
と

２
年
目
以
降
と
で
は
、
徴
収

の
方
法
に
若

じ
ゃ
っ
か
ん干

の
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
給
与
所
得
と
公
的
年
金
所
得
が
あ
る
方
は
、
合
算
せ

ず
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
か
ら
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
へ
は
、
６
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
「
納
税
通
知
書
兼
税
額
決
定
通
知
書
」
に
よ
り

特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先　

税
務
課　

税
務
係　

☎
６
５
・
１
０
７
６

◆年金特別徴収開始年度
（この年度の住民税が 18,000 円の場合）
徴収の
方法

普通徴収
（納付書または口座振替）

特別徴収
（年金天引き）

年金
支給月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

納付住
民税額

年税額の４分の１ 年税額の６分の１

4,500 円 4,500 円 3,000 円 3,000 円 3,000 円

◆年金特別徴収２年目以降
（この年度の住民税が 16,000 円の場合）
徴収の
方法

特別徴収
（仮徴収）

特別徴収
（本徴収）

年金
支給月 ４月 ６月 ８月 10 月 12 月 ２月

納付住
民税額

年税額の４分の１ 年税額の６分の１

3,000 円 3,000 円 3,000 円 2,400 円 2,300 円 2,300 円

【
平
成
21
年
度
相
談
窓
口
開
設
】

日　

程　

６
月
25
日（
木
）、８
月
６
日（
木
）、９
月
24
日（
木
）

11
月
12
日（
木
）、12
月
24
日（
木
）、２
月
12
日（
金
）

３
月
25
日
（
木
）
※
心
配
ご
と
相
談
と
同
時
開
催

時　

間　

13
時
～
16
時

場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

問
合
先　

総
務
課　

庶
務
係　

☎
６
５
・
１
１
０
０

　

 

行
政
相
談
委
員
の
佐
谷
禎
介
さ
ん

▲

給
与
所
得
に
係
る
住
民
税

公
的
年
金
に
係
る
住
民
税

65
歳
以
上
の
方

特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）

も
し
く
は
、普
通
徴
収
（
納
付
書
）
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

65
歳
未
満
の
方

※ 

給
与
所
得
と
公
的
年
金
所
得
が
あ
る
方

特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）

も
し
く
は
、普
通
徴
収
（
納
付
書
）
普
通
徴
収
（
納
付
書
）

平 21. 広報けいせん 6 月	 12 頁13 頁	 平 21. 広報けいせん 6 月	

桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

 人のうごき（平成 21 年 4 月末現在）

 水道修繕当番（水は大切に）

  納税のお知らせ（ 6 月の納税期限）

町政トピックス



　

      

教
育
情
報

 

桂　

っ
子

  
    

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
け
い
せ
ん
５
月
号
の

議
会
だ
よ
り
「
一
般
質
問
」

中
の
議
員
名
紹
介
で
脱
字
が

あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
前　

竹
本
慶
吉
議

　
　
　
　

↓

訂
正
後　

竹
本
慶
吉
議
員

　

桂
川
東
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

　

ー
桂
川
東
小
学
校
校
長　

田
島 

久
美
子
ー

入
学
式
で
の
随
想

　

小
・
中
学
校
の
入
学
式
も
終
わ
り
、
は
や
２

カ
月
。
子
ど
も
た
ち
も
す
っ
か
り
学
校
に
慣

れ
、
生
き
生
き
と
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
回

は
、
入
学
式
の
校
長
先
生
の
話
や
参
列
し
た
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「
学
校
の
願
い
」
を
推
察
さ
れ
、
日
々

の
過
ご
し
方
を
親
子
で
、
ま
た
地
域
で
の
話
題

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

桂
川
小
学
校

　

六
年
生
が
代
表
で
参
加
。
歌
や
呼
び
か
け
で

立
派
な
上
級
生
ら
し
い
態
度
で
の
参
列
で
し
た
。

●
校
長
先
生
の
話

①
小
学
校
で
大
切
に
し
て
欲
し
い
三
つ
の
こ
と

一
つ
～
出
来
る
よ
う
に
な
る
、
分
か
る
よ
う
に

な
る
と
思
う
こ
と
。

二
つ
～
勉
強
は
「
な
ぜ
か
？
不
思
議
だ
な
？
」

と
思
う
こ
と
が
大
切
。

三
つ
～
自
分
で
本
を
読
ん
で
確
か
め
た
り
、
自

分
で
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
。

②
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

子
ど
も
に
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
を
か
け
、
生
活

習
慣
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
て
ほ
し
い
。

桂
川
東
小
学
校

　

在
校
生
全
員
が
歌
や
呼
び
か
け
で
の
立
派
な

参
加
態
度
で
し
た
。

●
校
長
先
生
の
話

①
先
生
や
友
達
の
話
を
目
と
耳
で
聞
こ
う
。
友

達
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

②
勉
強
に
し
っ
か
り
頑
張
り
、
ま
た
元
気
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。

●
担
任
の
先
生
と
Ｔ
Ｔ
の
先
生

　
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！
」「
朝
の
挨
拶
を

元
気
よ
く
し
よ
う
！
」
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ
イ

キ
ン
マ
ン
の
す
て
き
な
指
人
形
劇
で
し
た
。

桂
川
中
学
校

　

三
年
生
が
代
表
で
参
加
。
さ
す
が
最
上
級
生

ら
し
く
、
厳
粛
な
態
度
で
の
参
加
に
、
後
日
多
く

の
方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
校
長
先
生
の
話

①
桂
川
中
学
の
学
生
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持

ち
、
決
ま
り
を
守
っ
て
生
活
し
て
欲
し
い
。

②
人
間
と
し
て
成
長
す
る
時
期
で
あ
る
。
生
徒

会
の
目
標
で
あ
る
「
基
本
が
大
事
そ
し
て
自

立
」
を
大
切
に
自
分
の
力
で
伸
び
て
欲
し
い
。

③
努
力
を
す
る
。（
今
持
っ
て
い
る
新
鮮
な
思

い
を
根
気
を
も
っ
て
持
ち
続
け
て
い
く
）

　

そ
の
他
、
町
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
か
ら
も

感
銘
を
受
け
る
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
の
校
長
も
「
学
校
の
勉
強
も
生
活
上
の
勉

強
も
、
今
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
い

う
願
い
を
も
っ
て
あ
る
と
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

桂
川
町
の
未
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
へ
の

期
待
を
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
桂
川
町
立
桂
川
東
小
学
校

へ
赴
任
し
て
来
ま
し
た
。
本
校
は
１
学
年
１
ク

ラ
ス
（
特
別
支
援
学
級
１
）
児
童
数
１
２
６
名

で
す
。
教
職
員
17
名
で
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
も
見

守
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
で
元
気
い
っ
ぱ

い
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

教
育
目
標

　

と
も
だ
ち
を
大
切
に
し

　
　

が
ん
ば
り
抜
く
心
と
体
を
も
っ
て

　
　
　
　

し
っ
か
り
と
学
習
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
育
成

め
ざ
す
東
っ
子
像

○
人
と
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
で
き
る
子
ど
も

○
が
ん
ば
り
抜
く
心
と
体
を
も
っ
た
子
ど
も

○
し
っ
か
り
と
学
ぶ
子
ど
も

　

学
校
教
育
目
標
・
め
ざ
す
東
っ
子
像
の
具
現

化
に
向
け
て
、
様
々
な
教
育
活
動
が
生
き
て
働

き
、「
桂
川
の
宝
」
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
き
ま
す
。
取
組
の
一
部
を
紹
介
致
し
ま
す
。

【
全
校
た
て
わ
り
掃
除
】

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
赤
・
青
・
黄
色
・

緑
・
桃
の
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
掃
除
を
行

い
ま
す
。
６
年
生
が
１
年
生
の
お
世
話
を
し
な

が
ら
、
共
に
汗
を
流
し
て
、
学
舎
を
清
潔
に
美

し
く
磨
き
ま
す
。
掃
除
を
通
し
て
、
協
働
・
協

力
の
意
味
を
学
ぶ
場
と
な
り
ま
す
。
仲
間
意
識

も
自
然
と
醸

じ
ょ
う
せ
い

成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

【
野
菜
の
栽
培
で
地
域
と
の
交
流
】

　
「
嘉
穂
総
合
高
校
の
生
徒
さ
ん
」
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
は
野
菜
栽
培
の
支
援
を
受
け
て
い
ま

す
。
高
校
生
の
温
か
な
指
導
に
「
楽
し
い
」「
気

持
ち
い
い
」
と
子
ど
も
た
ち
の
喜
び
が
聞
こ
え

ま
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
も
野
菜
作

り
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
・
ス
イ
カ
・
き
ゅ
う
り
等
の
野
菜
作

り
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
収
穫
と
教
育
的
成

果
が
実
り
そ
う
で
す
。

　

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
し
っ
か
り
手
を
結
び

「
桂
川
を
ふ
る
里
」
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲ 嘉穂総合と桂川東小との野菜作り
　 風景（25 ページに関連記事有）

国
民
健
康
保
険
税
の
介
護
分
の
限
度
額

及
び
医
療
分
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
！

４※
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、
保
険
税
収
入
と
医
療
費
の
支
給
（
支
出
）
の
均き

ん
こ
う衡
を

　

図
り
な
が
ら
決
定
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

税
務
課　

税
務
係　

☎
６
５
・
１
０
７
６

【改正前  平成 20 年度】
医療分 支援分 介護分

所得割税率 8.5% 3.8% 1.05%

資産割税率 23.0% 12.0% 7.9%

均等割額
（年間１人当たり）

12,700 円 6,000 円 6,600 円

平等割
（年間１世帯）

19,300 円 5,000 円 3,700 円

限度額 470,000 円 120,000 円 90,000 円

【改正後  平成 21 年度】
医療分 支援分 介護分

所得割税率 7.5% 3.8% 1.05%

資産割税率 23.0% 12.0% 7.9%

均等割額
（年間１人当たり）

17,000 円 6,000 円 6,600 円

平等割
（年間１世帯）

21,000 円 5,000 円 3,700 円

限度額 470,000 円 120,000 円 100,000 円

変更

学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）

桂
川
町
教
育
委
員
会

　
　

教
育
長　

佐
谷 

千
香
子

平 21. 広報けいせん 6 月	 14 頁15 頁	 平 21. 広報けいせん 6 月	
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古代くん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　古代くん

◆ 教育委員会 お知らせ

学
校
の
様
子
・
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
る
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

桂
川
中
学
校
、
桂
川
東
小
学
校
「
学
校
開
放
」

　

桂
川
中
学
校
、
桂
川
東
小
学
校
で
は
、
桂
川
町
内
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

生
徒
・
児
童
の
授
業
風
景
を
見
学
で
き
る
「
学
校
開
放
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ど
な
た
で
も
来
校
で
き
ま
す
。

学
校
開
放
日
時　

◉
桂
川
中
学
校　

６
月
17
日
（
水
）
９
時
～
12
時

◉
桂
川
東
小
学
校　

７
月
３
日
（
金
）
14
時
20
分
～
15
時
05
分

問
合
先　

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課　

☎
６
５
・
１
１
４
９

　
　
　
　

桂
川
中
学
校　

☎
６
５
・
０
０
３
２

　
　
　
　

桂
川
東
小
学
校　

☎
６
５
・
１
２
０
０

お知らせ

寝
具
類
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
安
眠
・
快
眠
で
健
康

寝
具
類
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

◆ 高齢者・女性係

　

桂
川
町
で
は
、「
寝
具
類
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

洗
濯
サ
ー
ビ
ス
の
期
間
中
、
希
望
者
に
は
無
料
で
、
ふ
と
ん
の

貸
出
し
も
行
い
ま
す
。

対　

象　

寝
た
き
り
や
虚
弱
な
高
齢
者
（
ま
た
は
、
重
度
の
身
体

障
が
い
者
〈
児
〉）
の
み
の
世
帯

内　

容　

掛
け
ふ
と
ん
、
敷
き
ふ
と
ん
、
毛
布
、
マ
ッ
ト
レ
ス

方　

法　

洗
濯 
→ 
乾
燥 

→ 

消
毒
（
お
預
か
り
か
ら
約
１
週
間
）

費　

用　

１
回 

２
０
０
円

申
込
期
間　

６
月
10
日
～
６
月
30
日

申
込
・
問
合
先

桂
川
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
明
日
香
園
」 

☎
６
５
・
５
５
０
６

健
康
福
祉
課 

高
齢
者
・
女
性
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

◆ 教育委員会 募　集

桂
川
小
学
校
・
桂
川
東
小
学
校

夏
休
み
の
学
校
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

勤
務
日
時　

７
月
21
日
（
火
）
～
８
月
21
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
ま
で
（
※
土
日
、
お
盆
は
休
み
）

対
象
者　

18
歳
以
上
50
歳
未
満
（
高
校
生
は
不
可
）

賃　

金　

１
日　

６
３
６
０
円

申
込
締
切　

６
月
30
日
（
火
）
ま
で

問
合
先　

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課　

☎
６
５
・
１
１
４
９

募　集
“
介
護
の
現
場
は
、
あ
な
た
の
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
！
”

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養
成
研
修
会
開
催

◆ 高齢者・女性係

　

現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
し
て
い
る
人
や
、
こ
れ
か

ら
従
事
し
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
と
し
て
、
講
義
・
実
技
・
実
習
か
ら
な

る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
【
講
義
】　

９
月
25
日
～
12
月
４
日
の
間
の
平
日

　
　
　
　
【
実
習
】　

12
月
14
日
～
平
成
22
年
２
月
26
日
の
間
の
５
日
間

　
　
　
　

講
義
・
実
習
と
も
に
９
時
30
分
～
16
時
45
分

場　

所　

筑
豊
ハ
イ
ツ
ほ
か

受
講
料　

２
万
円
（
施
設
実
習
時
は
別
途
１
万
円
程
度
必
要
）

申
込
締
切　

７
月
31
日
（
金
）

問
合
先　

健
康
福
祉
課 

高
齢
者
・
女
性
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

◆ 生活環境係 お願い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

指
定
ご
み
袋
に
は
適
切
な
量
を
入
れ
ま
し
ょ
う
！

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
出
て
く
る
ご
み
。

そ
ん
な
毎
日
出
る
ご
み
を
指
定
ご
み
袋

に
入
れ
る
時
、
思
わ
ず
入
れ
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

ご
み
が
飛
び
出
し
す
ぎ
た
ご
み
袋
は
収

集
が
で
き
な
い
な
ど
、
ご
み
収
集
運
搬
作

業
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
り
き
れ
な
い
ご
み
は
、
新
し
い
指
定
ご

み
袋
に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

◆ 社会教育係 催　し

文
化
祭
と
は
一
味
違
っ
た
ス
テ
ー
ジ
の
数
々
を
！

第
二
回 

桂
川
町
文
化
連
合
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

音
楽
、
芸
能
、
郷
土
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
サ
ー
ク
ル
が
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
楽
し
み
に
！

日　

時　

７
月
12
日
（
日
）
９
時
～
16
時

場　

所　

桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

そ
の
他　

花
束
の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係　

☎
６
５
・
２
０
０
７

◆ 桂川町社会福祉協議会 お知らせ
「
す
み
れ
会
」
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

声
の
テ
ー
プ
お
届
け
し
ま
す
♪

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
す
み
れ
会
」
で
は
、“
広
報
け
い
せ
ん
”
や

“
社
協
だ
よ
り
”“
風
の
た
よ
り
”を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
に
で
も
無
料
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
「
読
む
の
が
大
変
」「
小
さ
い
字
を
見
る
と
疲
れ
る
」
と
思
わ
れ
て
い
る

方
、
お
友
達
・
ご
近
所
で
「
広
報
誌
は
回
覧
板
で
届
く
け
ど
、
読
め
な
く
て
」

な
ど
の
声
を
聞
か
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
６
５
・
２
２
７
１

催　し

今
年
も
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
を
期
待
！

第
33
回
分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◆ 桂川町体育協会

日　

時　

６
月
21
日
（
日
）
８
時
30
分
～
開
会
式

場　

所　

桂
川
町
総
合
体
育
館
、
桂
川
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格　

　
【
女
性
】
平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
（
年
齢
18
歳
以
上
）

※
但
し
、
特
例
と
し
て
Ｅ
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
人
数
が
足
り
な
い

場
合
は
、
中
高
生
の
参
加
を
認
め
る
。

　
【
男
性
】
昭
和
54
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
（
年
齢
30
歳
以
上
）

問
合
先　

桂
川
町
体
育
協
会
事
務
局
（
桂
川
町
総
合
体
育
館
内
）

　

☎
６
５
・
５
１
４
５

◆ 土師保育所・吉隈保育所 お知らせ

ぜ
ひ
遊
び
に
お
い
で
よ
♪

土
師
保
育
所
・
吉
隈
保
育
所
園
庭
開
放

　

お
家
に
い
る
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
お
友
達
。
保
育
所
に
遊
び
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

楽
し
い
催
し
を
用
意
し
て
、
園
の
お
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
待
っ
て
い
ま
す
。

土
師
保
育
所

　

７
月
２
日
（
木
）“
製
作
遊
び
”

　

８
月
５
日
（
水
）“
水
遊
び
”

　

11
月
６
日
（
金
）“
焼
き
芋
・
焼
き
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
”

　

３
月
４
日
（
木
）“
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
”

吉
隈
保
育
所

　

７
月
23
日
（
木
）“
水
遊
び
”

　

８
月
19
日
（
水
）“
水
遊
び
”

　

11
月
10
日
（
火
）“
焼
き
芋
・
焼
き
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
”

　

２
月
25
日
（
木
）“
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
”

問
合
先　

土
師
保
育
所　

☎
６
５
・
０
０
７
７

　
　
　
　

吉
隈
保
育
所　

☎
６
５
・
３
３
６
７
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きついよ～！

ダイジョウブ？
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◆“ガン”（悪性腫瘍）について

　人の体を形成する約 60 兆個の細胞には、それぞれに役割や寿命があり、一部の細胞を除いては与えられた
役割を一定期間果たすと、新しい細胞と入れ替わる新

しんちんたいしゃ

陳代謝を行っています。

　ところが、この細胞に役割や寿命を与える遺伝子に何らかの原因で傷が付き、正常に働かず勝手に増殖をし

続ける細胞が“ガン細胞”でこれらの集まりが“ガン（悪性腫瘍）”となります。また、この“ガン細胞”は

周囲に拡がったり、血液やリンパを通って体のいたるところに転移し、増殖していく性質をもっています。

◆“ガン検診”について

　“ガン検診”は、毎年皆さんが職場や学校、自治体などで受けられている、身体に異常がないか調べる“健

康診断（＝健診）”とは異なり、文字どおり身体に“ガン”があるかどうかを調べる検査です。そのため、検

診を受ける必要のある方は、健康的に日常生活を送っている、無症状の人です。

　“ガン検診”の最大のメリットは、もちろん早期発見、早期治療による救命です。よって、“ガン検診”は適

正な時期から、定期的に受けることをお勧めします。

　　◆ 健康福祉課　健康づくり係お知らせ

 　・・・1981 年以降、日本人の死因第１位は“ガン”　　・・・現在、死亡者の３人に１人の割合に！　　　・・・早期発見、早期治療による救命

　　受けてください！“ガン検診・肝炎ウイルス検診” 総合福祉センター「ひまわりの里」内
健康福祉課 健康づくり係 ☎ 65-0001

問合先

検診日
７月６日（月）・21 日（火）・８月２日（日）

※全てのガン検診を同じ日に受けることができます。

受付時間
８時 30 分～ 11 時

※検診開始時間は、検診項目によって異なります。

検診会場
総合福祉センター「ひまわりの里」

申込方法
★すでに申し込みがお済みの方は、６月中旬に検

診票が届きます。

必要事項を記入の上、検診当日お持ちください。

★まだ申し込みされていない方は、検診当日、会

場に直接お越しください。

検診票は会場で記入していただきます。

（必要な方はめがねをご持参ください。）

検診料①
●胃ガン検診 40 歳以上 500 円

39 歳以下 4,305 円

●大腸ガン検診 40 歳以上 500 円

39 歳以下 1,785 円

●肺ガン検診

①レントゲン 40 歳以上 200 円

39 歳以下 840 円

②痰
たん

の検査 40 歳以上 300 円

39 歳以下 3,360 円

●子宮ガン検診 20 歳以上 500 円

19 歳以下 2,940 円

検診料②
●乳ガン検診
①視触診のみ（医師が触って診察する方法）

○ 30 ～ 39 歳の方、40 歳以上の大正・昭和

が偶数年生まれの方…500 円
○ 29 歳以下…1,995 円

※希望される方は、検査当日に検診票を記入

し検診料を添えて申込ください。

②併用検診（視触診 + マンモグラフィ）

○ 40 歳以上の大正・昭和が奇数年生まれ

の方…1,000 円
※希望される方は、６月 22 日（月）～６月

26 日（金）９時～ 16 時内に事前の予約が

必要です。

　併用検診の定員は１日 60 名です。

　事前に予約いただいた方は、検査当日にマ

ンモグラフィ用の検診票を記入し検診料を

添えて受診してください。

その他

◆大腸ガン検診を受けられる皆様へ

　　検診用容器を６月 22 日（月）～６月 26 日（金）

９時～ 16 時の間に、総合福祉センターにて検診

料と引き換えに配付します。

　　期間中来られない方は、代理の方でも結構です。

　また、検診当日にも配付します。

◆検診時の託児について（要事前申込）

　　次の検診日において託児を行います。

　　ぜひ、ご活用ください。

【託児開設日時】　８月２日（日）８時 30 分～ 12 時

【事前申込締切】　７月 24 日（金） 17 時 15 分まで

　　　　（※申込は、健康福祉課 健康づくり係へ）

【託児料】　無料

検診時のお願い
①会場は、駐車場に限りがあります。なるべく公共

交通機関や福祉バスをご利用ください。

②検診の追加やキャンセルは、検診日当日に受付し

ます。

③検診料は必ずご持参ください。（おつりがいらない

ようにお願いします。）

④年２回のがん検診の受診を希望される方は、２回

目の検診料が高くなりますのでご了承ください。

◆肺ガン検診を受けられる皆様へ

　　肺ガン検診を受けられる方は、レントゲン撮影

のため、金具の付いていない服装で受診ください。

Symposium & Lecture 古代くん情報局

地域リハビリテーションの第一人者来町！

「 地 域 福 祉 講 演 会 」
　大田氏は、地域リハビリテーションの第一人者として、

講演会やテレビ出演など、全国各地で活躍中です。

　また、高齢になってもできるだけ介護を受けることなく、

健康でいきいきとした生活を送ろうと、寝たきりになった

人でも実践できる「シルバーリハビリ体操」を考案し、茨

城県下に普及されています。

　今回大田さんをお招きし、皆

さんに高齢者の生きがいや健康

づくり（介護予防事業）の必要

性と、実践への意欲を持ってい

ただきたいと思います。また、

一人ひとりの尊厳を守り、支え

ていく、地域の仕組みづくりを

考えるきっかけにしてください。

日　時　６月 28 日（日）12 時 30 分～（受付）

　　　　12 時 45 分～（委嘱状交付式）

　　　　13時～14時30分（講演とシルバーリハビリ体操実演）

場　所　桂川町住民センター（大ホール）

演　題　「いつまでも元気で暮らせる地域づくり」

　　　　～介護予防とシルバーリハビリ体操～

講　師　大田 仁史 氏（茨城県立健康プラザ管理者）

問合先　桂川町社会福祉協議会　☎ 65・2271

▲ 講演中の大田 仁史 氏

　　第 14 回教育シンポジウム

「輝け桂川の子どもたち」
　今回で 14 回目となるこの教育シンポジウムは、近年の核

家族化や少子化などの社会情勢の中において、地域全体で

子どもたちの教育環境を良くしていくためには、どうすれ

ばよいかについての方策を探すことを目的に開催されます。

　講師、佐藤氏は言われます。「私たちは、命のランナー。

次の世代に、いい形でバトンを渡す義務がある。だからつ

らくても、大きく目を見開いて現状を見据え、最善の策を

うたねばならない。」

　皆さんのご参加を、お待ちしております。

日　時　７月３日（金）19 時～（受付）

　　　　19 時 20 分～ 21 時（講演）

場　所　桂川町住民センター（大ホール）

演　題　「食卓の向こう側に見えるもの」

講　師　佐藤　弘 氏（西日本新聞社 編集委員）

問合先　社会教育課 社会教育係　☎ 65・2007

▲ 佐藤  弘 氏

　　基本健診が特定健診に変わったことに伴い、肝

炎ウイルス検診の受け方が変わります。

【対象者】　

　40 歳の方（昭和 44 年４月２日～昭和 45 年

４月１日生まれの方）

【検診日】　８月２日（日）※ガン検診と同時に行います。

【受付時間】　８時 30 分～ 11 時

【検査料】　無料

肝炎ウイルス検診について
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　　◆ 社会教育課　図書館係（桂川町立図書館）

図書館だより
  お問い合せは                          へ☎６５ー４

よ く よ む

９４６ ６月号

夏のビデオ映写会
　今年の夏のビデオ映写会では、“沖縄美

ちゅ

ら海水族館”で起きた奇跡と感動の“True 

Story”を皆さんにお届けします。

　水族館に新任獣医としてやってきた植村

一也（松山ケンイチ）。ある日、水族館の

イルカのフジの尾びれが壊
え し

死するという事

態が発生する。水族館では、命に危険が及

びかねないと、尾びれを切除することに。

そして、尾びれを切除したイルカのフジは、

泳ぐことができなくなってしまう。

　「もう一度、フジを泳がせたい！」植村

をはじめ水族館で働く彼らの願いは、はた

して叶うのか？

　この感動をお友達と一緒に味わってみま

せんか。

【日　時】　７月 18 日（土）14 時～ 16 時

【場　所】　桂川町立図書館

【対象者】　町内外どなたでも

視聴できます。

＜桂川町立図書館企画＞
        見て・考えて・体験して

           “科学探訪”参加者募集

　私たちの命をも脅かしかねない地震や火事の恐怖。

　今年の“科学探訪”では、福岡市民防災センターにていざ

というときのために実際にいろんな災害を模擬体験していた

だき、防災に関する知識・技術・行動力を身につけていただ

くことができます。

　また、ロボスクエアでは、実際にロボットに触れ、操作体

験などが行え、人とロボットとの共生をさぐるといった子ど

もたちの夢をはぐくむ体験ができます。

【日　時】　７月 24 日（金）８時 30 分～ 17 時 00 分

【見学場所】　○福岡市民防災センター

　　　　　　　　　　　（福岡市早良区百道浜 1 ‐ 3 ‐ 3）

○ ROBOSQUARE（ロボスクエア）

　　　　　　　　　　　（福岡市早良区百道浜 2 ‐ 3 ‐ 2）

【対象者】　町内居住者または勤務者

小学生以上（但し、低学年は引率者必要）

【定　員】　20 人（申込多数の場合は抽選）

【参加費】　100 円

【持参品】　弁当、水筒、おやつ、筆記具

【申込締切】　７月 15 日（水）まで ( ※電話での申し込み可 )

【申込先】　桂川町立図書館

図書館カレンダー ■は休館日です。

○はミニミニおはなし会（14 時～ 14 時 30 分）開催日です。

日 月 火 水 木 金 土
7月6月

1
8
15
22
29

3
10
17
24

7
14
21
28

5
12
19
26

6
13
20
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◎防犯・交通に関する問合せは
飯塚警察署
　　☎ 21・0110

桂 川 交 番
　　☎ 65・0110

◎防災・消防に関する問合せは
桂川消防署
　　☎ 65・0321

桂川町役場　総務課
　　☎ 65・1100

◆バッグ・貴重品等、車内に置きっぱなしはダメ！
◆自転車はチェーン錠等でツーロックと防犯登録を！
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平成 21 年１月～ 4 月 街頭犯罪件数累計：26 件

防犯青色防犯

 パトロール

桂川町内で発生した街頭犯罪件数（4月中）
交通

交通事故発生状況（4月中）
  飯塚署管内【飯塚市・嘉麻市（旧稲築町）・桂川町】

   発生件数　　 89 件（448）
   負傷者数　　118 人（617）

   死亡者数　　 1 人（2）

  桂川町内で発生した交通事故

   発生件数　　　 4 件（21）
   負傷者数　　　 5 人（31）

   死亡者数　　　 0 人（0）    

※（  ）内は、平成 21 年 1 月～ 4 月累計

0 0 0 0

（件）

 古代くん情報局

▲ 様々なロボットが出迎えてくれる“ROBOSQUARE”館内の様子

“ふっけい安心メール”への登録（携帯電話の場合）

◆福岡県警察ホームページ URL から直接アクセス

　http://www.police.pref.fukuoka.jp または

◆右の QR コードを読み取りアクセス  → → → →

 “ふっけい安心メール”とは？

警察本部または警察署から不審者情
報などの地域の安全に関する情報を

「ネット接続のパソコン」や「携帯電話」
に配信するサービスです。

※登録は無料ですが、メールの送受信及
びホームページ閲覧にかかる通信料が
必要です。

※　　　　　　　スクロール（画面を下に移動させる）を意味しています。

メール配信仮登録
手 続 き 画 面 ②

福岡県警察メール配信システム
“ふっけい安心メール”

＜登録までの流れについて＞
■携帯電話への配信を希
望 さ れ る 方 は、「info@
police.pref.fukuoka.jp」
からメールが受信できる
ように メールの設定を
行ってください。

[ 個人情報取り扱いについて ]

このボタンをクリック

登録受付

メール配信仮登録
内容確認・登録

福岡県警察メール配信システム
“ふっけい安心メール”

以下内容で登録を行いますが、
よろしいですか。
■メール受信を行うメールアド
レス
keisen_tarou@0000.ne.jp
■情報の取得を行いたい警察署
＜福岡＞
■飯塚警察署

このボタンをクリック

登録する

受 信 者 情 報 等
入 力 画 面

福岡県警察メール配信システム
“ふっけい安心メール”

福岡県警察発行のメール購読を
行う場合は、以下のフォームに
入力を行い登録をお願いします。

（必須）メールの受信を行うメー
ルアドレスを入力してください。

（半角）

（必須）情報の取得を行いたいエ
リアの警察署を選択してくださ
い。
＜福岡＞

入力が完了しましたら、「入力確
認」をクリックし、次へ進んで
ください。

このボタンをクリック

入力確認

メール配信仮登録
手 続 き 画 面 ①

福岡県警察メール配信システム
“ふっけい安心メール”

＜“ふっけい安心メール”につ
いて＞

“ふっけい安心メール”は、福岡
県警察本部及び警察署から地域
の安全に関する配信するサービ
スです。

以下のメニューよりお選
びください。

■ バックナンバーを見る。
■ Q＆ A
■“ふっけい安心メール”
への登録を行う

この項目をクリック

福 岡 県 警 察 の
ホームページ画面

               モバイル

●福岡県警察
               Mobile fukuoka police

キーワード検索

■新着・話題の情報

■カテゴリ
[ 交通情報広場 ]
[ サイバー犯罪対策 ]
[ くらしの防犯 ]
[ 統計コーナー ]

[ 振り込め詐欺対策 ]
[ 事件手配 ]
[ 警察署の機能強化計画（案） ]
[ ふっけい安心メール受付窓口 ]

検索

この項目をクリック
※迷惑メール防止の
ためのフィルターの
設定をしている方
は、ご注意ください。

※操作終了後、すぐ
に「メール配信登録
確認」のメールが送
られてきますので、
メールの内容に従
い、本登録を行って
ください。

21 頁	 平 21. 広報けいせん 6 月	 平 21. 広報けいせん 6 月	 20 頁

防犯・防災情報ページ

安全を見守る 雨の日は、スピード控えて早めのブレーキ！

福岡県警察メール配信システム

“ふっけい安心メール”のご案内



暮らし の 情報

暮
ら
し
の
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暮
ら
し
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情
報

火災のお問合せは、☎２８・４１４１

試
験
日　

10
月
25
日
（
日
）

試
験
会
場　

福
岡
大
学
（
福
岡
市
）、
福

岡
教
育
大
学
（
宗
像
市
）、
九
州
女
子

大
学
（
北
九
州
市
）

受
験
申
込
期
間　

７
月
１
日
～
７
月
31

日
消
印
有
効

受
験
申
込
書
配
布
場
所　

嘉
穂
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
、
桂
川
町
役
場
保
険

環
境
課
、
福
岡
県
庁
介
護
保
険
課
等

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、

６
月
上
旬
よ
り
掲
載
予
定
の
福
岡
県

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
介

護
保
険
課　

指
定
育
成
係

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
２
２　

　

労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
13
日
（
土
）
10
時
～
20
時

相
談
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
２
・
７
２
４
・
９
５
０
５

問
合
先　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会（
司

法
書
士　

安
河
内
）

　

☎
０
９
２
・
６
０
０
・
７
３
１
１

　

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が
、
家

庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
相
談
に
、
無

料
で
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
16
日
（
火
）、８
月
18
日
（
火
）、

11
月
17
日
（
火
）
の
13
時
～
16
時

場　

所　

桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ま
わ
り
の
里
」

問
合
先　

福
岡
法
務
局
飯
塚
支
局

　

☎
２
１
・
１
５
８
０

　

保
護
命
令
申
立
の
仕
方
、
多
重
債
務
問

題
、
生
活
保
護
の
受
給
手
続
、
セ
ク
ハ
ラ

等
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時　

７
月
５
日
（
日
）
10
時
～
15
時

面
談
場
所　

久
留
米
市
内
（
面
談
申
込
時

に
相
談
者
に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

電
話
相
談
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
２
・
７
５
２
・
８
２
７
０

面
談
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
司
法
書
士　

平
郷
）

　

☎
０
９
２
・
７
５
２
・
７
７
５
０

試
験
日　

９
月
６
日
（
日
）

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

受
付
期
間　

６
月
23
日
～
６
月
30
日

職　

種　

行
政
事
務
、
税
務
、
電
気
・
情
報
、

機
械
、
土
木
、
林
業

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

試
験
日　

９
月
６
日
（
日
）

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

受
験
資
格　

昭
和
44
年
４
月
２
日
～
昭
和

55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

受
付
期
間　

６
月
23
日
～
６
月
30
日

職　

種　

行
政
事
務
、
税
務
、
機
械
、
土
木
、

林
業
、
皇
宮
護
衛
官
、
刑
務
官
、
入
国

警
備
官

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

　

先
の
大
戦
で
戦
地
等
に
派
遣
さ
れ
戦

時
衛
生
勤
務
に
服
し
た
「
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
」「
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
」
の
方
々
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

請
求
期
限
が
、
２
年
間
延
長
さ
れ
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
先　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管

理
室　

業
務
担
当

　

☎
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
８
２

講
習
内
容　

庭
木
の
整
姿
と
剪
定

日　

時　

７
月
26
日
（
日
）
13
時
30
分

～
16
時

場　

所　

筑
豊
ハ
イ
ツ

受
講
料　

無
料（
※
定
員
30
名
・
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
に
て
申
込
（
※
７
月

１
日
～
申
込
受
付
）

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
管
理
事
務
所

　

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３　

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

は
、
高
口
則
子
氏
（
麻
生
飯
塚
病
院
）

を
講
師
に
迎
え
「
夏
の
ス
キ
ン
ケ
ア
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

を
対
象
に
正
し
い
装
具
の
使
い
方
な
ど

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

７
月
12
日
（
日
）
13
時
～
16
時

場　

所　

ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ザ
田
川

　
（
田
川
市
伊
田
二
七
三
五
ー
一
三
）

対
象
者　

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
持

つ
本
人
（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
と
そ
の

家
族
、
医
療
関
係
者
、
介
護
関
係
者

問
合
先　

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福

岡
県
支
部
筑
豊
分
会

　

☎
０
９
０
・
４
３
５
５
・
６
２
２
０

相
談
受
付　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
16

時
30
分
（
※
事
前
に
電
話
等
で
問
合

せ
く
だ
さ
い
。）

対
象
者　

聴
覚
障
が
い
に
よ
る
聞
こ
え

や
言
葉
の
発
達
で
困
っ
て
い
る
お
子

さ
ん
（
０
歳
～
18
歳
）
及
び
そ
の
保

護
者
等

問
合
先　

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校　

通

級
・
教
育
相
談
係

　

☎
０
９
４
９
・
２
６
・
５
３
５
１

①
【
Ｍ
Ｏ
Ｓ
エ
ク
セ
ル
検
定
】

期　

間　

７
月
１
日
～
８
月
７
日

　

平
日
夜
間
18
日
間
（
18
時
～
21
時
）

開　

場　

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
（
春
日
市
原
町
三
ー
一
ー
七
）

受
講
料　

無
料
（
但
し
検
定
料
、
テ
キ
ス

ト
代
等
1
万
６
千
円
程
度
自
己
負
担
）

申
込
締
切　

６
月
16
日
（
火
）
必
着

②
【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
】

期　

間　

７
月
４
日
～
12
月
10
日

　

土
日
昼
間
22
日
間
（
９
時
～
17
時
）

開　

場　

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

受
講
料　

無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
1
万
１
千
円
程
度
と
健
康
診
断

実
費
は
自
己
負
担
）

申
込
締
切　

６
月
19
日
（
金
）
必
着

③
【
医
療
事
務
基
礎
講
座
】

期　

間　

８
月
18
日
～
９
月
18
日

　

平
日
夜
間
20
日
間
（
18
時
～
21
時
）

開　

場　

直
方
市
中
央
公
民
館

　
（
直
方
市
津
田
町
七
ー
二
〇
）

受
講
料　

無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
８
千
円
程
度
自
己
負
担
）

申
込
締
切　

７
月
17
日
（
金
）
必
着

※
各
講
習
①
・
②
・
③
と
も
託
児
有
。
内

容
等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
【
①
・
②
に
つ
い
て
】
福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

　
【
③
に
つ
い
て
】
福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ

ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
ま
た
は
離
婚

協
議
中
の
方
を
対
象
に
養
育
費
の
電
話

相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間　

平
日
９
時
～
16
時

相
談
・
問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

　

町
内
在
住
の
お
母
さ
ん
（
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
）
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
て
就
労
を
支
援
す
る
面
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
面
談
は
、
居
住
さ
れ
て

い
る
町
役
場
で
実
施
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ

ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
の
資
格
を
有
し
、
現
在
看
護
の
現
場
を

離
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
求
人
求
職
情

報
や
最
新
の
医
療
・
看
護
情
報
の
提
供
等

を
行
う
移
動
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
程
・
開
催
場
所

　

○
６
月
12
日
（
金
）
八
幡
西
区
役
所

　

○
６
月
26
日
（
金
）
小
倉
北
区
役
所

　

○
７
月
９
日
（
木
）
小
倉
南
区
役
所

※
相
談
時
間
等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

㈳
福
岡
県
看
護
協
会　

福
岡

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
担
当
・
田
中
）

　

☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１
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内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す総

務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室

「
緑
化
講
習
会
」
受
講
者
募
集

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

医
療
講
演
会

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部
筑
豊
分
会

司
法
書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

平
成
21
年
度

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

人
事
院
九
州
事
務
局

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

通
級
指
導
・
教
育
相
談福

岡
県
立
聾
学
校

就
業
支
援
（
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は

寡
婦
の
方
）
講
習
会

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

～
未
払
賃
金
・
解
雇
～

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）

人
事
院
九
州
事
務
局

平
成
21
年
度

看
護
職
員
再
就
業
移
動
相
談

㈳
福
岡
県
看
護
協
会 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

平
成
21
年
度
介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
介
護
保
険
課

養
育
費
の
電
話
相
談
業
務

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
労
支
援

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

特
設
人
権
相
談
所
開
設

福
岡
法
務
局
飯
塚
支
局



―
 

統
一
標
語 ―

人
は
変
わ
れ
る
。
一
緒
な
ら
。（
第
59
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
）

第
32
回
桂
川
町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催　
飯
塚
保
護
区
保
護
司
会
桂
川
支
部
・
桂
川
町

「子どもの人権 110 番強化週間」
　6 月 28 日（日）から７月４日（土）までの一週間「子どもの人権 110

番強化週間」として、“いじめ”や“体罰”“不登校”や“子どもの虐待”など、

子どもに関する人権問題のご相談を受付ける相談電話を設置します。

　法務局職員と人権擁護委員が無料で相談に応じます。

　秘密は厳守されますので“ひとりで悩まず”お気軽にお電話ください。

開設日時　

　○６月 28 日（日）、７月４日（土）は 10 時～ 17 時まで

　○６月 29 日（月）～７月３日（金）は 8 時 30 分～ 19 時まで

相談電話番号

　　　 0120 ‐ 007 ‐ 110

　IP 電話等つながらない場合は ☎ 092 ‐ 715 ‐ 6112

※「子どもの人権 110 番」では、強化週間以外でも、子ども

　　の人権に関するご相談を受付けています。

　 【受付時間　8 時 30 分～ 17 時 15 分（土日祝日を除く）】

　　　 0120 ‐ 007 ‐ 110

【日　時】
　７月 23 日（木）
　13 時～ 15 時 40 分

【場　所】
　総合福祉センター「ひまわりの里」

【問合先】
　健康福祉課 高齢者・女性係
　☎ 65・0001　

浄化槽は「生き物」です
　浄化槽は、微生物によって汚水を処理し、きれいな水にして自然に返す

優れた施設です。正しく使用されないと河川や海などを汚す原因となり、

また悪臭の原因ともなります。適切に浄化槽を使用しましょう。

１ 浄化槽は正しく使用しましょう！　

　① トイレットペーパー以外のものを流さないでください。

　② 保守点検・清掃は定期的に受けましょう。

２ 法定検査をうけましょう！

　すべての浄化槽には、定期的な保守点検や清掃に加え、浄化槽の保守点

検や清掃などが適正に行われているかどうかを検査するための法定検査受

検が年１回義務付けられています。

（法定検査には、７条検査と 11 条検査があり、

いずれも指定検査機関が行います。）

３ 浄化槽を使用しなくなった時は届出を！

　浄化槽を使用しなくなった時は、必ず

嘉穂保健福祉環境事務所へ届け出なけれ

ばなりません。

問合先　福岡県嘉穂保健福祉環境事務所

　　　　☎ 23・4111

　　　　財団法人 福岡県浄化槽協会

　　　　☎ 092・947・1800

 暮らしの情報

June　2009

町　の
交差点
WIDE

■　■　■　■　■　■　■

地域のニュースは総務課
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桂川東小、嘉穂総合高校交流授業
４月 24 日、桂川東小学校２～４年生と嘉穂総合高校地球環境システム科生徒との
交流授業が行われ、高校生が指導しての野菜の苗植が行われました。最初は「苗植
に１時間もかからないだろう」と思っていた高校生。しかし、始まってみると苗の
植え方が、小学生にうまく伝わらず悪戦苦闘。そこで、苗を植える間隔を教えるのに、
スコップを利用したりと色々と考え、工夫する場面も。小学生の子どもたちに感想
を聞くと皆口をそろえて“楽しかった！”とのこと。また高校生に感想を聞くと“教
えることは難しい”と返ってきました。一足早く、大きな実りのあった一日でした。

桂川小４年総合学習（ゴミ問題について）
４月 24 日、役場の生活環境担当者を
講師に招いての総合学習が行われまし
た。ガスボンベの爆発によるゴミ収集
車の火災が毎年数件起こっていると
いった、教科書にない様々なゴミ問題
を知って、子どもたちからは“ゴミは
きちんと処理して捨てなければいけな
い”といった声が上がっていました。

“練習の成果が花開き上位入賞”工藤会館（空手）
４月 26 日に行われた“第３回 JKJO 全日本ジュニア空手道選手権大会九州地区
選抜予選会 ROUND １”で桂川中学校１年の川村健太さんが優勝（中学生男子
55kg 未満の部）、桂川小学校１年の藤田駿輝くんが第５位（小学１年生男子の
部）に入賞しました。工藤会館では、道場生（幼年から大人・男女）募集中です。
毎週火曜・金曜の 18 時 30 分から勤労者体育センターで“楽しく厳しく”をモッ
トーに練習に励んでいます。興味のある方は、ぜひ見学にお越しください。

秋の豊作を願って獅子舞・お神楽を奉納
４月 26 日、土師の老松神社で春祭りが開催され
ました。これは、五穀豊穣を願って昔から続けら
れているお祭りで、伝統的な獅子舞や色彩豊かな
衣装を身にまとった子どもたちによる太鼓打ち、
お神楽などが奉納されました。また、この日は餅
まきや玉替え（福引）もあり、多くの見物客で賑
わいました。このお祭りが終わると、農家では、
いよいよ田植えの忙しい時期がやってきます。

大事にしてくれれば、みんな
が出す水は、浄化槽の僕がき
ちんと処理するからね♪
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文化・芸術の広場

ピ
ン
ボ
ケ
会

「黒い木」
芳中 俊一 さん撮影

七
年
を
使
ふ
掃
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手
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春
の
午ご

ご后
な
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ゆ、
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香
月　

昭
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菜
の
花
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蕾
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ぼ
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小
さ
な
罪
を
か
さ
ね
ゆ
く
ご
と

神
﨑　

鈴
子

一
坪
の
畑
に
植
う
る
種
芋
を
数
へ
て
選
ぶ
「
き
た
あ
か
り
」
と
い
ふ

木
原
ト
シ
子

解
体
を
さ
る
る
わ
が
家
の
壁
土
の
匂
ひ
籠こ
も

れ
り
夜
に
な
り
て
も

藤
川
ミ
ヤ
子

淡
き
黄
の
タ
ン
ポ
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咲
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浴
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あ
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四
月
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会
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俳
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会
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ひ
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浮
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摩
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呼
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や
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口　

孝
子

広報紙に関してのお問合せは、☎ 65・1082 まで

カ メ ラ　　キヤノン
絞 り　　F11
シャッター	　　250 分の 1

初期火災の功労に対し表彰
４月 30 日、桂川消防署において長谷川恵
美子さん、茅野トリエさん、城戸正則さん、
山口登美子さんの４名が表彰を受けまし
た。４月６日、笹尾一区での建物火災発
生時に、素早い判断と連携により大火と
なるのを未然に防いだことに対して感謝
状が贈られました。素晴らしい活躍に対
し、あらためて感謝申し上げます。

“長谷山で元気に鯉のぼり舞う”新緑祭
風薫るさわやかな５月５日、桂川町と嘉麻市
にまたがる長谷山山頂で「長谷山を愛する
会」主催の「新緑祭」が開催されました。こ
の日は、地元住民や遠方からも約 200 人近
くの家族連れなどが訪れました。子どもたち
も、手製のアスレチックや無料で振る舞われ
た地鶏の丸焼きや山菜の天ぷら、竹飯などに
舌鼓。楽しい“子どもの日”を過ごしました。

“気持よく登下校できるように”
５月 16 日、ボランティアグループ Shin

（シン）のメンバー 10 名が、桂川小学校
周辺及び通学路（七浦橋付近）の清掃活
動を行いました。早朝から昼過ぎまでか
けて、道路脇から歩道に伸びた草刈りや、
梅雨時季を前に小学校前の水路の掃除等
を行い、おかげで見違えるほど美しくな
りました。ありがとうございました。

 

編集 後記＊
Editorial Postscript

　日本でも、関西・関東の都市圏、そしてついに福岡県内で

も新型インフルエンザの感染者が確認され、連日トップニュー

スには新型インフルエンザが上がっている今日この頃。

　昨年の「広報けいせん 12 月号」、今年の「広報けいせん

１月号」で新型インフルエンザ（この時は鳥インフルエンザ）

の記事掲載を行った際に、その予防法を色々と勉強しました。

自分自身や家族を守る最善の予防法は「外から帰っての手洗

い・うがいの徹底」「咳・くしゃみエチケット」それと「バ

ランスのよい食事と充分な睡眠による体調管理」です。

　私も幼い子を持つ親として、日頃の手洗い等いつも以上に

注意して行っています。また、子どもにも「外から帰ったら

まず手を洗いなさい！」「しっかり食べたら元気いっぱいに

なるよ～！」の掛け声が口
くちぐせ

癖になり、今では子どもの方から

先に言われてしまいます。

　一日も早く、沈静化して欲しいものです。（斉藤）

▲

 

　“桂川町代表が今年も大活躍！”

第 47 回福岡県身体障害者体育大会（結果）
＜金メダル＞

◉原中智嘉子さん、長尾貞子さん、佐藤美代子さん（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ A）
◉林サカエさん（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ B）◉秋山光雄さん（ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸｽﾛｰ）
◉田中政美さん（水泳 25m 自由形）

＜銅メダル＞
◉原田美枝子さん、原中ハル子さん、藤川スエ子さん（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ A）
◉山崎カツ子さん（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ B）

June　2009

町　の
交差点
WIDE

■　■　■　■　■　■　■

地域のニュースは総務課
（☎６５・１０８２）まで

▲

５月 21 日、桂川町老人クラブ グラウンド・ゴルフ
大会が開催され、137 名が元気にプレーしました。
ホールインワンを２回出した人もいれば、球がなか
なか入らず歯がゆがる人も。成績が良かった人も、
そうでない人も、皆が楽しくいい汗をかいた一日でした。

　５月 10 日（日）に

開催された、第 47 回

福岡県身体障害者体育

大会での桂川町代表の

活躍に喜ぶ井上町長

（前列中央）を囲む、

入賞者の皆さん。

▲

“楽しくいい汗かいた”

　桂川町老人クラブ グラウンド・ゴルフ大会

＜上位入賞者＞

優　勝  三澤良弘さん（土師六）
　　（表紙写真前列中央）スコアー 33

第２位  中島輝男さん（平山一）
　　（表紙写真前列左側）スコアー 36

第３位  河野一彦さん（笹尾二）
　　（表紙写真前列右側）スコアー 38

“きれいになった湯の浦森林公園に遊びにおいで♪”
５月 14 日、汗ばむ陽気となったこの日、早朝から笹尾一区老人クラブ等の会員が、
湯の浦森林公園の清掃ボランティアを行いました。それぞれが持ち寄った、草刈り
機やバリカン、鎌などを使い、昼までかかってゴミ袋（大）45 袋分もの草を刈り、
園内をきれいにしました。老人クラブには、毎月、湯の浦森林公園の清掃活動を行っ
ていただいております。老人クラブの皆さまには、心より感謝申し上げます。

感謝のプレゼント作り
５月９日、住民センターで桂川町子ども会

主催の「感謝の手作りプレゼント作り」が

行われました。保護者も含め 34 名が、日

頃の感謝の気持ちを込め花瓶やメッセージ

カード、カーネーションを一生懸命つくり

ました。今後も子ども会では子ども達の健

全育成と笑顔のために頑張って行きます。

▲
▲

新緑薫る５月 10 日、土居一区や吉隈二区（青年有志）による環境美化活動が行わ
れました。道

みちばた

端などに捨てられた空きカン収集や歩道の草取り、溝掃除などを行っ
た土居一区では、地元消防団の青年たちによる県道の車道わきに溜まった泥の撤去
も行われました。また、翌週の 17 日には、桂川町「環境美化の日」行動が行われ、
町内に不法投棄された空きカンや粗大ゴミなどが、次々に集積所に持ち込まれてい
ました。時折激しい雨の降るなか、沢山の皆さまのご協力ありがとうございました。

町内の各所で清掃活動“環境美化の５月”
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町
長
室
か
ら

CALENDAR

平成 21 年 6 月行事カレンダー

▽
資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル　

資
源
ゴ
ミ
（
古

布
、
古
紙
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
今
年
の
10
月
か
ら
実
施
す
る
た
め
、
現
在

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
町
内
50
か
所
に
リ
サ
イ
ク
ル

用
の
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、有
害
ゴ
ミ（
蛍

光
灯
、
乾
電
池
等
）
と
合
わ
せ
て
定
期
的
に
回

収
す
る
計
画
で
す
。

　

こ
の
準
備
に
当
た
っ
て
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
は
収
納
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
場
所
で
す
。
で
き
る
だ
け
地
域
の

皆
様
が
運
び
や
す
い
場
所
に
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
分
別
方
法
の
徹
底
や
収
納

ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
収
納

ボ
ッ
ク
ス
に
ゴ
ミ
（
資
源
）
を
持
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。
す
こ
し
手
間
が
余
計
に
か

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
に
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ゴ
ミ
が
減
少
し
、
焼
却

施
設
に
対
す
る
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
ひ
い
て
は

町
の
財
政
負
担
を
軽
く
す
る
な
ど
、
町
づ
く
り

全
体
と
し
て
の
効
果
が
大
き
い
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
は
、
各
行
政
区
に
担
当
者
が
出
向
い
て

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
是
非
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
、
町

を
挙
げ
て
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
長　

井
上
利
一

≫

6月

≫

7月

9
㈭

心配ごと相談
　13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

20
㈪

当番医　西園内科クリニック
　☎ 24・9308（飯塚市小正）

28
㈰

当番医　塚本クリニック
　☎ 72・4388（飯塚市平塚）

19
㈰

当番医　三宅脳神経外科病院
　☎ 25・5050（飯塚市楽市）

26
㈮

乳児健診
　（受付は対象月齢によって異なります）
　総合福祉センター
ブックスタート（町立図書館主催事業）
　上記乳児健診時に対象者に絵本を配布
健康体操教室
　13:40 ～ 15:10  総合体育館

30
㈫

ウォーキング教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館・総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

29
㈪

ピヨピヨ教室
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

16
㈫

ウォーキング教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館・総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

11
㈭

母子健康手帳発行とお話
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
心配ごと相談
　13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

14
㈰

当番医　なかお胃腸科クリニック
　☎ 21・5755（飯塚市堀池）

2
㈫

わんぱく教室
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
ウォーキング教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館・総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

3
㈬

バウンドテニス教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館
桂川町文連絵画教室作品展（～ 14 日まで）
　  9:00 ～ 16:30  コダイム王塚

5
㈮

健康体操教室
　13:40 ～ 15:10　総合体育館

9
㈫

健康相談
　13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
ウォーキング教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館・総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

10
㈬

補聴器定期相談
　13:00 ～ 14:00  総合福祉センター
バウンドテニス教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館

5
㈰

当番医　宮嶋外科内科医院
　☎ 22・1477（飯塚市忠隈）

12
㈮

健康体操教室
　13:40 ～ 15:10  総合体育館

17
㈬

バウンドテニス教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館

18
㈭

健康体操教室
　13:40 ～ 15:10  総合体育館

21
㈰

当番医　宮嶋耳鼻咽喉科
　☎ 28・3347（飯塚市南尾）
第 33 回分館対抗ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
　 8:30 ～  総合体育館、桂川中、
　　　　　　   桂川東小学校体育館
はっちゃんイラスト教室
　13:00 ～ 16:30  町立図書館

22
㈪

大腸ｶﾞﾝ検診容器配布・ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ申込開始
　（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ申込は、6 月 26 日まで）
　　9:00 ～ 16:00  総合福祉センター

24
㈬

バウンドテニス教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館

3
㈮

健康体操教室
　13:40 ～ 15:10  総合体育館
第 14 回教育シンポジウム
　「輝け桂川の子どもたち」
　17:20 ～ 21:00  桂川町住民センター

8
㈬

もうすぐ赤ちゃんこんにちは
　10:30 ～ 12:00  総合福祉センター
補聴器定期相談
　13:00 ～ 14:00  総合福祉センター
バウンドテニス教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館

7
㈫

ウォーキング教室
　 9:50 ～ 11:20  総合体育館・総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

6
㈪

胃・大腸・肺・子宮・乳ガン検診
　  8:30 ～ 11:00（受付） 総合福祉センター

10
㈮

健康体操教室
　13:40 ～ 15:10  総合体育館

12
㈰

当番医　清永整形外科医院
　☎ 22・3440（飯塚市堀池）
第 2 回桂川町文化連合会ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
　 9:00 ～ 16:00  桂川町住民センター

14
㈫

母子健康手帳発行とお話
　10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
健康相談
　13:30 ～ 14:30  総合福祉センター

7
㈰

当番医　徳永眼科医院
　☎ 25・0011（飯塚市楽市）

1
㈬

わんぱく教室（図書）
　10:30 ～ 11:30  町立図書館

6
㈯

第 14 回桂川町ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
　 9:00 ～  全天候型ゲートボール場
文学講座「伊勢物語」
　 9:30 ～ 11:30  桂川町住民センター

4
㈯

文学講座「伊勢物語」
　 9:30 ～ 11:30  桂川町住民センター

27
㈯

コダイムふるさと講座
 蓄音機が奏でる昭和の響きⅡ
　13:30 ～ 15:30  コダイム王塚

25
㈭

心配ごと相談
　 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

【と　き】
　７月５日（日）　10 時～

【ところ】
　桂川町住民センター

入場
無料

講師　蓮
は す い け

池 透
とおる

　氏
          （元「北朝鮮による拉致被害者家族連絡会」副代表）

　

２
０
０
２
年
10
月
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件
被
害
者
の
蓮
池
薫
氏

ら
５
人
の
拉
致
被
害
者
と
そ
の
家
族
は
帰
国
・
来
日
を
果
た
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
被
害
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
未
だ
日
朝
両
国

の
政
治
問
題
と
し
て
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

両
国
の
は
ざ
ま
で
肉
親
の
帰
国
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
ち
続
け
る
家
族
の

苦
悩
や
、
家
族
を
取
り
戻
す
た
め
の
闘
い
の
日
々
が
今
、
語
ら
れ
る
。

【
市
民
講
座
】

二
つ
の
国
の
は
ざ
ま
で

　 　　　
翻
弄
さ
れ
続
け
る
家
族

７
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

※　行事は変更になる場合があります。回覧板などでご確認ください。
※　在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。

K
E

ISEN  TO

W
N

　
行

事カ
レンダー



【市民講座】二つの国のはざまで翻弄され続ける家族

プロフィール

経　緯

1955 年　　新潟県柏崎市生まれ。

1973 年　　新潟県立柏崎高校を卒業。

1977 年　　東京理科大学電気工学科を卒業後、エネルギー関連会社に入社。

1997 年～　「北朝鮮による拉致被害者家族連絡会」事務局長

2005 年～ 2007 年

　　　　　　「北朝鮮による拉致被害者家族連絡会」副代表を務める

＜著　書＞

　『奪還』（新潮社刊）

　『奪還第二章』（新潮社刊）

【問合先】

　桂川町隣保館　隣保館・人権同和教育係　☎ 65・1187

実弟・薫氏がある日突然行方不明となる。以後、家族

４人の平穏な生活が一転。何の情報も得られぬまま、

行方不明となった実弟を探し求める。長い歳月をかけ

た末、ついに北朝鮮による拉致であることが判明。

「北朝鮮による拉致被害者家族連絡会」事務局長として、さまざまな問題に取り

組む。念願叶って弟・薫氏と家族は帰国を果たす。

拉致被害者、蓮池薫氏の兄として、拉致問題を人権侵害の最たるものとして捉え、

広く理解を求めて全国で講演活動を展開中。

＜講師紹介＞

　 蓮
はすいけ

池 透
とおる

　（Tooru Hasuike）

７
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」


